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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 コスタス・コチョリス 

ギリシャを代表するギタリスト。アテネ音楽院の講師。ヨーロッパ各国でコンサート、マスターコースを行い、フェ

スティバルの主催にも力を注いでいる。（ネットで調べる限り、日本では、ほとんど情報がない）。 

 

日本では、ほとんどなじみのないギタリストであるが、インタビューは、生まれやギターを弾くことにな

ったきっかけに続き、今私が一番興味のあるギター協奏曲の話につながっていく。そして、ギターの音響シス

テムの話に移る。今、私が、とても興味をもっている話題である。 

◼ これまで 35 曲のギター協奏曲を弾いてきた。お気に入りの協奏曲は、ブローゥエルの「リエージ

ュの協奏曲」、コルデーロの「アンティリャーノス協奏曲」かな。世間的には、ブローゥエル弾きと

して認められていることを誇りに思う。 

◼ ほとんどのギタリストが協奏曲を演奏するときに「アランフェス協奏曲」を弾く。確かにいい曲だ

し、聴衆受けもいい。でも、ブローゥエルの協奏曲とは比較にならない。クラシック音楽ファンと

しての聴衆が本当に喜んでくれるのは、ブローゥエルの協奏曲の方だと思う。 

◼ 演奏する時は、いつも音響システムを使っている。今のホールはどこも大きく、ギターにとって音

響はよくない。これまでギター製作家はより強い音の出る楽器を作ろうと努力してきたけれども、

その考えは改めるべきだ。楽器の改良だけで大きな音を出すのは不可能だから。 

◼ ドイツ在住のシュテファン・シュレーンパーのギターには必ずマイクが備え付けられている。装置

本体のボックスに 1 個のスピーカーがついており、これを椅子の下において演奏している。 

◼ 音響システムを使うことで、より多くの聴衆を獲得できる。これまで、このことに気付いているの

はジョン・ウイリアムス一人だった。 

◼ ギタリストは、ギターを弾く人だけのために演奏してはいけない。もっとギターの音を聴きやすく

しなければ、聴衆はみな失望してしまう。そのための音響システムである。 

◼ 編曲物には 2 種類ある。「「トリンスクリプション」と「アレンジメント」。ピアノやヴァイオリン

の曲をそのままギターに置き換えるのが「トリンスクリプション」、「アレンジメント」はある考え

に基づいて、その楽器のために曲を作り直すこと。「アレンジメント」には賛成だが、「トリンスク

リプション」には否定的だ。 
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◼ セゴビアは偉大な業績を残したのは事実だが、ギタリストは、時代時代で生まれてくる。本当の意

味でギター界の伝説となるべき偉大な名前は 2つあり、それは、クラシックギター界では「レオ・

ブローゥエル」で、フラメンコ界では「パコ・デ・ルシア」だろう。この二人は演奏だけでなく音

楽という意味でギターを大きく変えた。 

 

   いやあ、このコチョリス氏のインタビュー記事もなかなか興味深いこと満載でした。 

 

【話題のアーティスト紹介 ギタリスト 田中順子】  

◼ パリに修行に行っている時によく言われた。「日本人は演奏が重たい」と。ヨーロッパの人の演奏はもっ

と軽いし、軽い演奏が好まれる。この軽さはよくわからなかったが、クラスメートの演奏を聴いてよくわ

かった。ただ、「軽さ＝良さ」ではないと思うのだけど、「軽さ」を経験することで自分の演奏を自覚する

ことが必要かな。 

 

【マエストロ養成講座 第３回】 

第３回は、コストの舟歌とタレガのパバーヌ。川俣勝巳さんの講座。今回も、とても分かりやすい解説です。 

 

【ギター 達人への道 第３回：エドゥアルド・フェルナンデス 抜粋・概要】 

（フェルナンデスが伝えるギター達人への道。第２回目あたりから、ちょっと泥沼状況になってきました。 

第３回から「メカニズム」についてより詳細に語り始める。まずは、「姿勢」と「右手」について。 

◼ 「姿勢」については、ギター教則本を出しているカルレバーロの「ギターを身体に合わせるのであって、

身体をギターに合わせるのではない」という言葉が基本。では、正しい姿勢とは何か。 

◼ 椅子に座り、まず、緊張を取る状態を確認する。その後、左足の下に足台を置き、左足を持ち上げた状態

で再度、緊張を取る状態を確認する。その時、違和感を感じるはずで、その違和感を取るために右足をわ

ずかに後ろにずらしてみる、少し右側に開いてみる等の動作を行い、新しく発生した緊張をすべて除去

することで、新しい姿勢で神経感覚を再構成させる。次に、ギターを構えて・・・・・・ 

◼ 右手は、指先を弦に対して垂直にすることが理論上正しい。そのため、このことを前提に進める・・・ 

んんんん？？ 私の右手の考えとは全く異なる。さて、4回目はどう展開するのだろうか・・・・・・ 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「ヴィラ・ロボスのギター作品 新資料と演奏への影響 第 1回」がシリーズものとして始まった。極

めて専門的で、新資料に基づいて、これまであいまいであったパッセージの理解をしようとするもの。 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」：今からギターを始めようという人、基礎からもう一度やり直そう

と考えている人向けの教本。３回目は、ハーモニクスと和音の話です。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：不滅のスタンダードナンバー「マイ・ウェイ」とマリア.T.F.

パラディスの「シチリア―ノ」。 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：初級・中級者向けのに演奏テクニックの再考を行うための記事。第３回

も、オクターブ練習の勧めということで、ジュリアーニの「スペインのフォリアによる変奏曲」の第 4

変奏を例にとり解説。 

 

その他、「海外レポート」「クラブ・マリアデュオのインタビュー（今回は、ギターデュオ フリーバーズ）」等

もありますが、第３号のメインは、そんなところでしょうか。 



また、Guitar dreamには、楽譜と模範演奏 CDがついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

フェレールの「ボレロ」は、かなり優しいレベルですが、魅力のある二重奏のようです。 

 

 


